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修証明プログラム（学校教育法 条に規定する特別の課程）の中の 科目を 年から 年105 1 2009 10




































究課題( ) 。第５節では、受講者がそれらの問題状況に対するマーケティングの知識の具体的活1 ）













ィリップ・コトラー（ )は、シドニー・レヴィ( )との共著「マーケティングPhilip Kotler Sidny Levy































































。 。 、してきた 表 はこれらの研修で取り上げてきた内容の柱立てである 年度は以下の内容を1 2017































































































（ 。 、続き的表現 )を列挙する形式で受講者に提示している 手続き的表現とはprocedual representation

























係長クラスである。 年度の内訳は国立大学所属が 名、私立大学所属が 名であった。マー2017 25 5
ケティングに関する過去の学習経験については、本やセミナーなどで自分なりにマーケティングに
ついて学習したことがある受講者が 名であり、残りの 名は全く学習経験がなかった。2 28
年度の履修証明プログラムにおける当該科目受講者には、国立大学所属の職員はおらず、2017
年齢が 才～ 才と幅広く、職位も区々であった。担当している業務も入試広報、産学連携、教26 61
務、学生支援など区々であったが、大学図書館に勤務する職員は含まれていなかった。企業での勤
務の経験を持つ受講者は 名であり、 ～ 年程度の勤務経験を有していた。マーケティングに2 10 15
関する過去の学習等の経験については、大学で過去にマーケティングについて学んだことがある受








、表 は大学図書館職員長期研修の受講者 名が研修受講後に提出した事後アンケートの記述を2 30
内容の類似性に着目して分類し、件数が多い順に整理したものである。
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無回答は 件のみであり、 ％に当たる 名が何らかの回答を寄せていた。1 97 29























































研修分類の結果、解決策の記述状況については 段階のレベルに分けることができた。第 に4 1
で取り上げられた 研修でマーケティングの知識を用いて解決策を記述した「解決策記述 、第 に」 2
取り上げられた概念の中で重要と思われるものを記述しているが具体的な解決策の記述にまでは至
っていない「概念のみ記述 、第 に研修で取り上げられた概念を用いずに重要と思われる点のみ」 3
を記述した「概念用いず記述 、第 に解決策や解決に当たって重要と思われる点についての記述」 4







概念としては、出現数の多いものから順に「ニーズ 「提案型サービス 「セグメント 「ベネフィ」 」 」
ット」が主なものとして挙げられていた。 で示した理論枠組みとの関連で見ると 「コトラー2-1 、
によるマーケティング理論 と関連する概念が ニーズ セグメント ベネフィット 事」 「 」「 」「 」「 」「4P
業の定義 「ソーシャル・マーケティング 「マーケティングの多様なパラダイム」と関連する概」 」、




解決策記述 概念のみ記述 概念用いず記述 疑問点のみ記述




4 2 2 2 1Ｐ 知覚 事業の定義 伝道師
1ソーシャル・マーケティング
件 － － 件2 6利用者の要望への対応： 件 4 2
(記述された概念)
2 2 1ニーズ 期待 セグメント
4 1 1Ｐ 劇場のアナロジー








計 件（ ％） 件( ) 件( ％) 件( ) 件( )29 100 16 55.2% 4 13.8 2 6.9% 7 24.1%
10 7ニーズ 提案型サービス
6 5記述された概念 計 セグメント ベネフィット





















検討検討が深められたレベルを想定した分類を行う。全体は つのレベルに分けられた（表 。3 5）
が深められたと考えられる レベルに分類されたのは 件であり全体の ％、自分なりの検討A 3 18.7
B 12 75 Cが行われたと考えられる レベルに分類されたのは 件であり全体の ％、検討が不十分な







































「 」 「 」 。合わせて当該 セグメント にとって 価値 あるサービスを提供するという解決策が考えられる
ターゲットとする「セグメント」のニーズの把握が難しい場合は、仮説的なニーズを設定してサー


















習した経験がある 名は、 名が に 名が にそれぞれ分類された。過去に学習した経験の有2 1 A 1 B
無が検討の深まりと必ずしも関連するわけではないということが、ここから推測される。
大学職員の例5-2





が、大学職員でも最も多く見られた。 で示した理論枠組みとの関連で見ると 「コトラーによ2-1 、





解決策記述 概念のみ記述 概念用いず記述 疑問点のみ記述









件 － － 件3 3関係者へ対応： 件 2 1
(記述された概念)
2ニーズ
計 件（ ％） 件( ) 件( )7 100 6 85.7% 1 14.3%
3 1 4 1ニーズ 事業の定義 Ｐ
1 1記述された概念 計 提案型サービス 伝道師
注）記述された概念欄の数字は出現した件数であり、複数回答
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「解決策記述」に分類された 件を対象に、記述された解決策の内次に、表 と同様の方法で5 6
容を評価し、検討が深められたレベルを大学図書館職員の場合と同じ 段階に設定して分類を行3
、った 表（ ）。7 検討が深められたと考えられる レベルに分類されたのは 件であり全体の ％A 3 50
自分なりの検討が行われたと考えられる レベルに分類されたのは 件であり全体の ％、検B 1 16.7












































































第 に講師による思考のプロセスのモデリングをいかに行えばよいのか、第 に講師から受講者へ1 2
のフィードバックをいかに行えばよいのか、といった視点から検討を深めることが重要と考える。
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